
発癌剤ENNG投与マウスの免疫能に及ぼす牛乳の影響

[研究目的]

群馬大学医療技術短期大学部

倉茂達徳

発癌弗jを投与したマウスの免疫能の変動と、牛乳を摂取させた際の免疫能に

及ぼす影響を検討し、牛乳の発癌予防効果の有無を検討することを研究目的と

しTこ。

[材料及び方法]

実験スケジューノレの概要を図 1に示した。

動物及び発癌剤の投与:主として生後6週齢の雌のC3H系マウスに発癒剤と

してl唱 thyl-3-nitro-1-nitrosoguanidi田 (ENNG)を飲水または牛乳に100""，/ 

m~になるように溶解し、 8 週間に亙って連続経口投与した。牛乳は市販の無調

整乳を実験期間を通じて飲水の代わりに投与した。

免疫能の測定:免疫担当細胞であるマロブァージとリ γパ球の試験管内での

機能を検討した。マイクロブァージは腹腔浸出細胞より採取して、その機能は

ポイデソチャ γパ一法による遊走能を測定した。リ γパ球は、隣臓より採取し

てTリγパ球機能はConcanavalinA (Con A)で、またBリγパ球機能は、

Escherichia co1i由来のLipopolysaccharide(LPS)で刺激した後、 3Hーチミジ

γの取込みを液体シγチレーショ γカウ γターで測定する幼若化反応で測定した。

[実験成績]

マクロファージ機能の変動:図 2に発癌剤投与後のマクロファージの遊走能

を示した。牛乳非投与群では、 ENNG投与開始後2週自には、正常マウス由来

のマクロブァージに比して有意に遊走能の低下が認められ、 25逓後には正常の
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それの 1/2以下に低下していた。それに反して、牛乳投与群のマクロファー

ジの遊走能は、 6~8週後にはむしろ正常より有意に増強きれていた。しか L、

その後増強効果は失われ、 25週後には、その活性は牛乳非投与群と同様に低下

Lていた。

T-リγパ球機能:リ γパ球のConAに対する幼若化反応の結果を図 3に示

した。図でわかるように、牛乳非投与群では、 ENNG投与開始後6週目には正

常リンパ球に比して有意に低下し、 25週日には正常リ γパ球のH チミジγ取

込み活性の20%以下に低下していた。それに対して、牛乳を投与した群のリン

パ球の反応は、 ENNG投与にもかかわらず2週後には正常のリ γパ球に比して

有意に高く、 25週後にもその活性を維持していた。この結果は、 ENNG投与に

よって低下する T-リソパ球の機能が、牛乳投与によって逆に増強されている

ことを示唆している。

B- リ γパ球機能 ~:I パ球のLPSに対する幼若化反応も、図 4 に示した如

く、牛乳非投与群のマウスのリ γパ球は、 ENNG投与により時間を追って低下

し、 25選後には正常リソパ球の20%以下に低下していたが、牛乳投与群では、

ENNG投与にもかかわらず、正常群のリ γパ球よりも有意に高い反応を示し、

25週後にも高い活性を維持しており、牛乳投与が発癌剤投与マウスの B-リγ

パ球機能の低下を防ぐのみならず逆に高めていることを示唆している。

[結論]

発癒弗UENNGの経口投与は、マウスのマクロブァージ機能や、 T 、B 両

リソパ球機能を著しく低下させるが、牛乳を投与すると、 ENNG投与にもかか

わらず、これらの免疫担当細胞の機能が低下するどころか、むしろ正常以上に

増強する作用があることが確認された。特にリ γパ球に対する効果は著しかっ

た。

これらの成緩は、牛乳摂取が発癌予防の効果を持っていることを示唆してお

り、今後、発癌予防効果を検討する予定である。
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in ENNG-treated Mice Activity 

150 

三 100

h
μ
J門
K
F」
円

H
v
u
a
w
U
」明ロ
ω
F
O
H
V
m伺
同
国

50 

{
H
O
H
#
ロ0
0
体4
0 

ヘ斗
A 

25 
メ

6 8 
Weeks 

一119ー

2 。。



B-lymphocyte 

ENNG-treated Mice 

Administration on 

in 

Milk 

Activity 

Effect of Fig.4 

Milk 

Milk 

with 

without 

150 

100 

50 

{
」

[
O
H
H
V
ロ0
0

k

円
以
叶
〉
刊

HVυ
旬

。

叶

a
o
m
O
H
#悶
伺
叶
同

持4
0 

dρ 

¥ 
』

25 
rι 

8 

-120 -

6 

Weeks 

2 。。


